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点及び今後の発展動向について論 じた。 現代化を目指 して、 著しく発展 している中国で
の ま す ます 高 ま って き て い る 目 本 語 ブ ー ム は、 こ れ か ら の 中 目 両 国 の政 治、 経 済、 文 化、
教育などの交流と発展 において、 きっと大きな影響を与えるであろうと思われる。
中国の目本語教育は、 主 に二つのルートがある。 一つは学校教育における目本語であ
る が、 も う一 つ は 杜会 教 育 に お け る 目 本 語 教育 で あ る と 考 え ら れる。
Ｉ． 学校教育に おける日 本語教 育
中 国 の 学 校教 育制 度 は小 学校、 中 学 校、 高等 学 校， 大 学 か ら 成 って い る。 そ の修 業 年
限 は、 目 本 の現 行 学制 と 同 様 の 小学 校 ６ 年、 中 学校 ３ 年、 高 等 学 校 ３年、 大 学 ４ 年 の 「６，
３， ３， ４」 制 を 取っ て い る とこ ろ が 殆 ど で ある が、 一 部 の 地 域 で は中 小 学 校 の段 階 で
ｒ５， ４， ３」 や ｒ５， ３， ３」 な どの 実 験 的な 学 制 が 採 用 さ れ て いる と こ ろが あ る。
また大学の段階では、 一部 の理工科専攻と医学専攻は５年制で、 高等専門学校は主に３
年 制 と ２ 年制 であ る。１９９５年 の 統 計 に 依る と、 全国 の 学 校 数 は７６万５，１００校 で学 生 数 は １
億９，６７７万３，０００人 で あ っ た。 そ の 内、 小 学 校 は６６万９，０００校 で、 生 徒 数 は１億３，１９５万 人
で あっ た。 中学 校 と 高 校 は 合 計 で８ 万１，０００校 で、 生 徒 数 は５，３７１万 人 で、 中等 専 門 学 校
は ４，０４９ 校 で、 学 生 数 は３７２万 ２，０００人 で あ つ た。 大 学 は１，０５４校 で、 学 生 数 は２９０万６，０００
人 で あ っ た とい う。
上記の学校教育の中で行 われる目本語教育については、 ７０年代の後半期に湖ることが
で き る。 当 時、 一 部 の 小 学 校 で目 本 語 をカ リ キュ ラ ム に 入 れ た と こ ろ が あり、 例 え ば北
京市教育局は小学校の目本 語授業用のテキストを編集 し、 一部の小学校で実施した。 し
かし８０年代に入ってから段々 減ってきて、 現在一部分の沿海地区 （大連でユ８校， 江蘇省
で１校等、 小学校５年から目本語を選択科目に組み入れている） の他は、 殆 ど廃止され




こ と にな っ てい る。
学校教育の中に本格的に目本語教育を取り入れているのは中学校 からである。 この中
学校 から の外 国 語 教 育 は５０年 代 の初 め ごろ に既 に 始 め ら れ た。 ただ、 そ の 当 時 は、 国全
体 で ロ シ アに 学 ぶ 傾 向 が あ っ た ため、 学 校教 育 に も ロ シ ア 語 を取 り 入 れ て い た。 しか し
６０年代に入ってから英語の教育が段々重視されてきて、７０年代 の末頃までに英語教育は
すでに主導的な地位を占めるようになった。 現在、 中国の中学校、 高校の生徒は主に英
語 を 勉 強 して い る。 ロ シ ア語 を勉 強 して いる 生 徒 は 約３０万人 で、 目 本 語 を 勉 強 して いる
生 徒 はユ４万 人 で ある と いう。
こ の 中学 校 か ら の目 本 語 教 育 は１９７２年 の目 中 国 交 正 常化 がき っ か け に な って、 ユ９８３年
か ら１９８４年 が ピーク で、 約３０万 人 に 昇 っ た。 １９８５年 か らだ ん だ ん 減 っ て き てい る （ユ９９０
年 に は約１６万 人、１９９３年 に は 約ユ４万 人）。 そ れ は 英 語 が第 一 外 国 語 と して 重 視 さ れて、 大
学 の受 験 科 目、 留 学、 就 職 な どに も 主 に英 語 が 要 求さ れ る か らで あ る。 現在 全 中 国で、
目 本 語 の授 業 を設 けて い る 中 学 校 は約４００校 で、 高 校 は約２００校 で あ る。
この中学校、 高校段階の目本語教育は主に東北地域の三つの省 （中国大陸には３０の省
と自治区と中央政府の直属の市という行政区画がある。 東北地域は遼寧省、 吉林省、 黒
竜江省 からなっている） 及び内蒙古自治 区で行われている。 この三つの省は目本語を勉
強 してい る 生徒 数 の８９．５％ を 占め、 内蒙 古 自 治 区 は７ ％ を 占め て い る （１９９０年 ８月 か ら
１９９ユ年２月までの統計）。つまり東北三省と内蒙古自治区は中学校と高校で目本語を勉強
して いる 全 中 国 の 生 徒 の９６．５％ を 占 めて い る。 そ の中 で も 吉 林 省 は 特 に 多く、 約半 分 を
占める。 それは吉林省に朝鮮族の人が多いからである。 特に延辺朝鮮族 自治州には目本
語を教える学校が多い。 朝鮮語と目本語の文法は似ているところは多いので、 勉強 し易
いた め か、 延 辺 朝 鮮 族 自 治州 で は１９８０年 代 ま では、 朝 鮮 族 の 中 学、 高 校 の外 国語 科 目 は
ほ ぼ１００％ 目 本 語 だ っ た。 しか し、 今 で は７０％ 近 く ま で 落 ち て いる。 中 学 校と 高 校で 目本
語 を 教え る 教 師 はユ９８１年 に 一番 多く、 ２，４１１人 に達 した が、 現 在 は約ユ８００人 で ある。
ごれらの学校で使われているテ キス トは、 主に１９８２年当時の教育部 に制定された ｒ中
等学校日本語授業のシラバス」 に編集されたもの （人民教育出版杜１９８４一ユ９８５年版） で、
中 学校 は ６冊 （５００コ マ で、 １ コマ は４５分 一５０分） で、 高 校 は ３ 冊 （４０２コ マ） で ある。
１９９３－１９９４年 度 か ら は 新 し い教 材 が 使 わ れる よ う に な っ た。
そ して大 学 段 階 の 目本 語教 育 に つ い て、 現 在 の１，０５４校 の 大 学 で は、 目 本 語科 が ある 大
学 は９０校位 あ り、 約６，０００人 の 学 生 が勉 強 して いる。 大 学 の 中 の目 本 語 科 は 主に 目 中国 交
正常化の７０年代と８０年代 に設 けられたが （ユ９４９年に建国してから６０年代までは１８校しか
な かっ たが、７０年 代 に３９校、８０年 代 に２３校増 え た）、 地 域別 で目 本 語 を 勉 強 して い る 学生
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数 を見 る と、 東 北 三省 と 北京 市、 天 津 市 で約５０％ を 占め て い る。 都 市 別 に 見 る と、 北 京
市 が 一 番多 く、 約２０％く ら い を 占 めて い る。 次は 上 海 市 で、 約１０％、 三 番 目 は 大 連で、
約９％を占めている。 これらの目本語学科で目本語を担当する教師は約１千人である。
教材はそれぞれの大学で編集されたものもあるし、 上海外国語学院と北京大学などに編
集 されたものを使う所もあった。 ま た東京外国語大学が編集 した 『目本語』 を使うとこ
ろもあった。９０年代に入ってから国家委員会に許可 された ｒ大学目本語学科の基礎段階
における授業シラバス」 に従って、 遼寧師範大学と上海外国語学院が新しい教材を編集
して いる。 そ の第 一 冊 は１９９１年 か ら 試 験的 に 使 わ れて い る。
その他に中国の大学には共通外国語 （目本の一般教養科 目のな かの外国語科目に相当
す る） とい う授 業 科 目 が あ っ て、 １，０５４校の 中 で 約６００校 の 大学 が 共 通 外 国 語 と して 目本
語 を 取り 入 れ てい る。 学 生 数 は約 ８ 万 人 で、 教 師 は約１，５００人 で あ る。 地 域 か ら見 る と北
京 市 に は５０校 以 上も あ り、 学 生 数 は約８，０００人 で、 一 位 で あ る。 次 で吉 林 省 で、４０校 近く
あ り、 学生 数 は７０００人 近 く い る。 そ れ か ら遼 寧 省、 上 海 等 の 順 で ある。 教 材 は主 に 上海
外国語学院が編集 した 『目本語』、 東京外国語大学が編集した 『目本語』、 周炎輝氏が編
集 した 『理工科目本語』、 大阪外国語大学が編集した 『現代目本語』、『中目交流標準目本
語』、 北京大学が編集 した 『基礎目本語』 等が挙げ られる。 現在、 国家教育委員会が発表
した ｒ大学目本語授業のシラバス」（非目本語科用） によって新 しい教材が編集されてい
る。 そ の 第 一冊 は１９９１年 ８ 月 出 版 さ れ た。 共通 外 国 語 と して の 目 本語 は こ れ か ら’も盛 ん
に な る で あろ う。 今 の中 国 で は英 語、 目 本 語、 中 国 語 を 身 に つ け るこ と が 提 唱 され、 目
本語を第二外国語 （一般的には英語が第一外国語と して勉強されている） と して勉強す
る人もますます増えて いく であろう。
皿． 社会教育に おける 日本語 教育
杜会教育における目本語教育には次の三つがある。 一つは職員大学、 テ レビ大学、 夜
間大学、 放送大学、 通信大学などいわゆる成人高等教育機関での目本語教育である。 こ
れらの成人高等教育機関は全国で１，０００校以上もあって、その中に目本語科のある大学は
３０近く あ る。 学 生数 は１，１００人、 専任 教 官 は 約４０人 で あ る。 目 本 語 科 以 外 で の共 通 外国 語
と して の 目 本語 の 授 業 は そ う 多く ない。 ２０校 位 の大 学 に 共 通 外 国 語 の 目 本 語が あ るが、
学 生数 は 約２，０００人、 専 任 教 官 は ８人 程 度 で あ る。
二つ 目 はテ レ ビ、 ラ ジ オ 放 送 な ど を利 用 して、 通 信 教 育 で 目 本 語 を 教 える 方 法 で ある。
中 国の 目本 語 テ レ ビ放 送 は１９８４年 に北 京 の 中 央テ レ ビ ジョ ン か ら始 ま って、 そ の後 各 省
と一部の大都市のテ レビ局に普及した。 目本語のラ ジオ放送も１９７３年から上海放送局 か
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ら始まって、 間もなく各省と一部の大都 市へと普及 した。 テ レビとラ ジオ放送を利用 し
て目本語を勉強する人数 の把握は難 しいが、 年間何十万人に のぼると思われる。 これは
学習者数の最も多い教育手段である。 その教材は主に 『目本語を学ぼう』、『標準目本語』、
『新 しく編集された目本語』、 『目本語入門』 等が挙 げられる。
三番 目 は アマ チ ュ ア 目 本 語 学 校 で、 全国 に 数 百 校あ り、 学 生 数 は ５ 万 人 ぐ らい であ る。
教師は主に兼任で、 週２， ３回の授業があり （主に夕方の午後５時半から７時までの時
間 を利 用 してい る）、 １ 年 コ ー ス と ２ 年 コ ース に 分 か れ て、 初 級 と 中級 の 日本 語 が 教え ら
れている。 テキス トは主に上海外国語学院が編集した『目本語』、 目本文化庁が編集した
『生活目本語』、 大阪外国語大学が編集 した 『現代日本語』、 東京外 国語大学が編集した
『目 本 語』 等を 使 っ て い る。
そのほかに、 それぞれの必要に応 じて行われる様々な目本語訓 練班が ある。 たとえば
ｒ留目目本語訓練班」、 ｒ技術研修のための目本語訓練班」 等で、 主に外国語学院と師範
大 学 によ っ て 行 わ れ る。 勉 強 の 時間 は６ ケ月 一１２ケ月 で、 ｒ聞く」 と ｒ話 す」 を 重点 と し
た強化授業が行われる。 例 えば、 大連外国語学院では、 ８０年代 の初め頃 から今目までに
こ の 方 法 で４，０００人 近く の 出 国人 員 が 養 成 さ れた。
皿． 問 題 と 動 向
１． 日本語教師の全体の レベルはまだ低い
近年来、 国家教育委員会は大学段階の目本語教師のレベルを高めるためにいろいろな
措置 をとってきたが 〔例えば交替で来日して研修し、 特にユ９８０年から５年間で行われた
ｒ目本語教師養成班」（こ れは目本文部省の協力で行われたが、 日本の場合は ｒ目本語研
修 セ ンタ ー」 と いう。 普通 は ｒ大平 班」 と も い う） は５９４名 目 本 語 教 師 を 研修 させ て、 大
き な成果を上げた〕、 一部の中堅教師は出国 （外国で就職） したり、 企業へ転勤 した （主
に外資企業へ） ため、 目本語教師の全体の レベル は低くなってきた。 これは勿論政府の
経済優先の政策と関係があるが、 人材養成の方からみればもっとも優れた教師の確保は
な に よ り も 大 事な こ と で あ ろ う。 ま た、 中 学 校、 高 校 の 教 師 に は、 出 国 の チャ ンス はあ
ま り な い し、 各 種 の 訓 練 班 も 少 ない し、 中 に は生 ま れ て か ら 日 本 人 と 話 を した こ と のな
い 教 師 も 大勢 い る。 大 学 段 階 の 教 師よ り そ の レベ ル は も っ と 低 い こ と が 分 かろ う。 そ の
た め に、 ユ９９６年 ９月 ５ 目 か ら１２目 間、 吉 林 省 の長 春 外 国 語 学 校 で 第 一 回 中 国中 高校 目 本
語教師研修会が開かれ、 教師間のネッ トワーク作り始めた。 姫野昌子東京外国語大学教
授 らが講 師 を 務 め、 目 本 語 の能 力 を 向 上 さ せ、 さ ら に は 映 画 『シ コ ふ ん じや っ た』、 『夜
逃げ屋本舗』 等を上映し、 目 本の最近の生活、 文化を紹介 した。 参加者全員からは ｒ今
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後 もつ づ け て ほ し い」 と 言 われ て、 非 常 に大 き な 成 果 を 上 げ た。
２． 中等学校の日本語教 師は不安定な状態にある
以上に述べたように、 大 学の一部分の中堅教師が主に経済的理由で出国 したり企業に
転勤 したりしているのと比べて、 中等学校での日本語を勉強する生徒数の減少に伴って、




安 心 して 教 え られ な い か ら、 授 業 にも 影 響 が 出る。
３． アマチュア日本語学校の方は金儲 けに走る傾向 がある
全部とは言いきれないが、 相 当数のアマチュア目本語 学校 は金儲けのためにやってい
るため、 授業料が高すぎる、 真面目に授業をやっていない等の学習者にとっての悪影響
が ある。 こ のこ と に つ い て、 関 係 行 政機 関が 規 則 を 決 めて 監 督 す る 必 要 が ある と思 う。
４． 教材と教授法の方にはまだ問題が多い
ほ とん どの 教材 は 文 法 中 心 で、 授 業 方 法も 文 法 中 心 の 傾 向 が あっ て、 学 生 の 「聞く」、
「話 す」 力 は 弱 いよ う で あ る。 こ れ か ら は 「聞 く」、 「話 す」 を 中心 と す る 教 材 と授 業 方
法を重視する必要があると思う。
Ｉｖ一． 今 後 の動 き に つ い て、 主 に 二 つ が あ る と 考 え ら れ る。
１． 今の日本語ブームは引きつ づき高まること
１８７２年 にア メ リカ ヘ 初 めて 留 学生 を 派 遣 して か ら、 今 目 ま です で に１２４年 が過 ぎた。 そ
の２４年 後、１８９６年 ８月 に 正 式 に 目 本 へ 留学 生 を 派 遣 し て か ら丁 度１００周 年 に なる。 歴 史 か
らみ れ ば、 今 の 留 学 の規 模 は今 ま で よ り ず っ と大 き い。 ユ９７９年 か ら１９９３年 ま で の１４年 間
に中国は百以上の国へ２ユ万人 の留学生を派遣した。 その中で、 目本への派遣留学生数は
二 番目 にな ってい る（アメ リカ が 第 一位 である）。現在 目本 にい る 中国人 の留 学 生数 は２ユ，８０１
人 で （１９９３年 ５月 １ 目 の 統 計）、 目 本 の 受 け入 れ た 留 学 生 総 数 の４１．６％ を 占め て いる。 も
し台 湾 か らの 留 学 生 を加 える と５３．４％ に 達 す る （台 湾 か ら の 留学 生 は６，２０７人 で、 全留 学
生数 の１１．８％ を しめ る）。 こ う い う よ う な 態勢 は 余 程 の 突 発 的 な 事件 が な け れ ば、 当分 の
間つづいていくであろう。それは今の中国はさらに教育の対外開放 を拡大するため、ｒ留







ているが、 一般的な留学と従業員向 けの実用目本語の教育はまだまだ不十分である。 こ
れ からはこういう方面の目本語の教育を高めなければならないであろう。 そういう状況
のもとで大学での共通外国語としての目本語と杜会教育におけるアマチュア目本語はもっ
と ブ ー ムに な る こ と が 推測 さ れる。
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